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主唱者：厚生労働省、内閣府
佐見津 真美さん（兵庫県）の作品

「もしかして」　あなたが救う　小さな手
平成27年度の標語

11月は児童虐待防止推進月間です

①具体的表現 　
　行動を具体的かつ短くことばにする
②肯定的表現　
　「△△するな」→「○○しよう」 
③代替行動　肯定的表現とセット 
④共感的表現 　
　△△したい気持ちはわかるけど○○しようね 
⑤お話しができる状況（環境）をつくる
⑥落ち着くヒント　曖昧な表現は感情を伴う 
⑦あらかじめお約束して褒める
　（認める、感謝する）
⑧練習（リハーサル＆アセスメント効果）

渡邉所長が高知から上京する飛行機の中で閃いた、
明日からできる非暴力コミュニケーション８個の秘策

“機中八策”

32

インタビュー

千葉県銚子児童相談所　所長　渡邉　直さん

市原市
ちはら台地区

ちはら台地区社協が取り組む
３つの子育てサロン
　市原市の北東部に位置する「ちはら台
地区」は、ニュータウンとして開発が進
む新しい街で、市外から移り住んできた
若い世代が多い地域です。子どもの割合
が高く、2010年には地区内で４番目の
小学校が開校しています。
　この地区で活動を展開するちはら台地

区社会福祉協議会（以
下、ちはら台地区社
協）の児童支援部会で
は、特徴の異なる３つ
の子育てサロンを運営
しています。
　地域のコミュニティ
センターを会場とする
「子育て広場」では、

粘土遊びや健康体
操など、親子が一
緒に体験できるイ
ベントを月1回開
催しています。同
じ会場で月2回開
催する「広場のび
のび」は、公園の
ような広さを誇る
会場の中でボール
遊びやかけっこな
ど、身体を思いき
り動かしながら自
由に遊ぶことがで
きます。３つ目の
「すまいる」は、市
立水の江小学校の
一教室を借りて平日の午前中毎日開いて
いるサロン。おもちゃや絵本を用意し、
親子で自由にゆったり過ごせる場所です。

地域の中に子育て支援の
拠点を作る
　「この地区には児童館がないので、そ

れに代わる拠点が必要との思いから５年
前に「すまいる」ができました。毎日開
催するのは大変ですが、親子が曜日にか
かわらず気軽に集える楽しい場所を作り
たいとスタッフ一同考えています」と児
童支援部会長の河本千鶴代さん。主任児
童委員を長く務めている子育て支援のエ

キスパートです。
　部会のスタッフは民生委員・児童委員
や子育て支援員（市長が委嘱する子育て
支援活動を行うボランティア）が中心で
すが、地域の若いお母さんも一緒に参加
しています。
　スタッフは基本的に親子の様子を見
守っていますが、初めて利用するお母さ
んや他の親子と交流できないお母さんが
いると、さりげなく会話の糸口を探して
常連のお母さんにつなげます。「夜泣き
で困っている」といった悩みを聞けば、
スタッフもある程度アドバイスしますが、
その場にいる先輩お母さんに振るように
しています。「ウチの子もひどかったの
よ」という先輩お母さんの一言で悩んで
いたお母さんの気持ちが楽になり、そこ
からお母さん同士がつながっていく様子
はスタッフの喜びでもあります。

ちはら台地域に根ざした
子育て支援
　ちはら台地区社協の直接支援部会
が行っている「たすけあい隊」は、
子どもの預かりや買い物代行、病院
の付き添いなども実施しています。
祖父母との同居が少ないちはら台地
区において、例えば親が通院する場
合や、上の子の学校へ行く際に下の
子を連れていけないといった時に、
ベテランの支援員が預かってくれるとい
うサービス（1時間につき300円）で
す。
　また、サロンに来る常連のお母さんの
中からもサロン運営に主体的に関わって
くれる人が増えています。例えば不要に
なった子ども服をサロン会場に持ち寄り、
必要な人が自由に持ち帰るというしくみ
はお母さんの発案で始まりました。絵本
も同じようにたくさん集まっています。

選択肢を多くし、
気軽に参加できる機会を増やす
　「１つの地域の中に３つの交流の場が
設置されていることで、子育て中の親子
はそれぞれのニーズや都合に合わせて選
択することができます。転入者の多いち
はら台地区においては、まず親同士が知
り合える様々な機会を提供することが重
要であり、サロンが３つある効果は大き

いと考えています」と河本さん。
　今後の取り組みにあたっては、「でき
るだけお母さんには支援を受けるだけで
なく、時には支援する側にも立ってもら
うように働きかけています。ちはら台で
子育てをしてよかったと思ってもらえる
よう私たちもがんばりますので、お母さ
んたちには将来ボランティアとしてこの
地域で活動してくれることも期待してい
ます」と話してくれました。

●子どもたちが置かれている現状について
　ヒトはもともと血縁を中心として顔見知
りの小集団で助け合いながら生きてきまし
た。しかし共同体（地域社会）が解体し、
核家族化が進み、さらにひとり親家庭が増
加している中で、家族のみで育児を行うよ
うになりました。親も「他人に頼らないで
自分たちで全部やらなければならない」と
思っています。
　終身雇用・正規雇用が減少する中、自己
責任論や評価主義、リストラ、長時間労働
が横行し、貧困や教育の格差の問題に対し
て、社会全体で子どもを守るというよりも、

親の責任、個人の責任に委ねられ、家庭の
中で親と子の緊張が高まっているように思
います。
　「家」という場所における「子どもを守
る機能」が弱体化し、社会も守る力を失い
つつあります。

●児童相談所の役割とは
　児童福祉法に基づき、子どもに関するあ
らゆる相談に応じるために設けられた専門
機関ですが、今は多くの時間を児童虐待へ
の対応に使っています。子どもの安全・安
心を守ることが児童相談所の役割です。た
だ、何でもかんでも児童相談所が関与して、

親元から子どもを連れていくということで
はありません。家族の中あるいは地域での
状況を総合的に見ながら、子どもの安全・
安心に重大な問題がある疑いがあるときに
出張って対応するスタンスです。

●虐待を防止するためには
　人と人とのコミュニケーションにおいて
「非暴力」ということが共有され、育児文
化全体が修正されることを期待します。愛
情があれば殴ってもいいというものでは決
してありません。しつけと暴力は別のもの
です。大人は殴るとか暴言などで子どもに
言うことを聞かせられると、それが “成功
体験” として刻まれますが、子どもは殴ら
れることで自己評価を下げ、「どーせ自分
なんか」という気持ちになっていきます。
殴っても効果が上がらないと大人側はどん
どんエスカレートし「１発で聞けないなら
『これでもか』」と２発・３発とエスカレー
トするのです。

●あいまいな表現は伝わりにくい
　「非暴力コミュニケーション」の実現に
はテクニックが必要ですが、まず子どもに
対して「わかりやすい表現」を使ってくだ

さい。あいまいな言葉は子どもにとってわ
かりづらいものです。例えば「ちゃんとし
なさい」という「ちゃんと」という表現は
人によって捉え方が異なり、あいまいです。
「反省しなさい」も、子どもにとっては具
体的ではありません。次からどうするべき
かの行動を具体的に表現された方が伝わ
りやすいのは子どもも大人も同じです。

●否定的表現でなく肯定的・共感的表現で
　また、「廊下を走るな」という否定型の
表現でなく「廊下は歩こうね」と肯定的表
現を使うこと。肯定的表現を使う中には、
問題行動に代わる「代替行動」がセットで
含まれます。注意するときも「△△したい
気持ちはわかるけど、○○しようね」と
いった「共感的表現」を付け加えるといい
ですね。話すときは大声を出すのでなく、
穏やかに、子どもに近寄って、静かに話す。
決して感情的にならないこと。前出のあい
まいな言葉には感情が伴います。感情的に
なっている時は、お話しするタイミングで
はありません。約束事をして、それを子ど
もが守れたときには、子どもを認め、褒め
ること。褒められた行動は繰り返されます。
こういった「非暴力」の具体性が地域全体

で共有できれば、コミュニケーションの
“雰囲気” は大きく変わり、虐待も減ってい
くと思います。
※詳細は右記「機中八策」参照

●地域住民に期待すること
　地域の中に親子が安心していられる居場
所や拠点を多く作ってほしいと期待してい
ます。さらに居場所はいろいろなバリエー
ションがあった方がいいと思います。子育
てサロンなども重要な居場所になると思い
ます。
　また、子どもたちが様々な体験のできる
機会を多く作ってほしいと思います。それ
もできるだけ成功体験が得られる場。これ
は学校も保育園も幼稚園も同じだと思って
います。
　虐待した親も虐待された子どもも、みん
な戻っていく場所は地域です。地域の子ど
もたちは「人様の子」ではありますが、そ
れを理由に関わらないということではなく、
常に関心を持ってほしいと思います。同時
に、親も子育てに不安を抱え、どう育てた
らいいか悩んでいます。温かな声かけを子
どもにも、そして親に対しても地域の方か
ら是非してほしいと思います。

　子どもの成長は何物にも代え難いよろこびです。ただ、少子化や核家族化が進む中で、子育てをする親の負担は大
きくなり、悩みや不安を誰にも相談できず、地域の中で孤立している状況も起きています。11月は「児童虐待防止推
進月間」です。今号の特集では、地域全体で子育て支援に力を入れる市原市ちはら台地区社会福祉協議会の取り組み
と、銚子児童相談所所長の渡邉直さんへのインタビューを通して、子育てを応援する地域づくりについて考えます。

広場のびのび すまいる

すまいるの参加者

子育て広場

特
集 ～子どもも親もそして地域も

　　　　　ハッピーになるために～
～子どもも親もそして地域も
　　　　　ハッピーになるために～地域で取り組む子育て支援地域で取り組む子育て支援地域で取り組む子育て支援

地域の子どもに関心を持ち、
温かな声かけを
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地域が抱える高齢化問題に
真摯に向き合う
　JR内房線・巌根駅の東側に位置し、
約9,000人が暮らす岩根東地区。
　東京湾アクアラインによる公共交通の
利便性、相次ぐ大型商業施設の進出、都
心より安価な地価などの理由により、こ
の数年、人口が増え続けている木更津市。
しかし、その中にあってこの地区でも高
齢化や若者の流出などに悩まされていま
す。岩根東地区社協はこのような状況の
中でも様々な事業を展開し、住民の笑顔
と活力を願って奮闘しています。

月4回開催されるサロン活動
　高齢者を対象としたサロン活動に、公
民館の文化祭に合わせて開催する敬老会。
さらに、歳末に実施する生活困窮者に対
する支援活動に加え、赤十字や赤い羽根
の募金活動など、地域に根ざした活動を
展開している岩根東地区社協。
　特筆すべきは、平成21年からスター
トしたサロン活動です。当初は1ヶ所月
1回の開催でしたが、現在では4 ヵ所の
会場で開催されています。
　サロン活動を行っている地区社協は県
内にも多数あるものの、これだけ多く開

催している地区社協は、全国的に
見てもあまり例がないと思われま
す。

寺院からスタートした
サロン活動
　「最初は会場探しに苦労しまし
た」と、当時を振り返るサロン活動
世話役の川口正彦さん。サロン活
動を始めると決めたものの、なか
なか適当な場所が見つからなかっ
たと言います。そんな時、快く場
所を提供してくれたのが、本郷に
ある新御堂寺の藤平貞順住職でし
た。「お寺が地域のために貢献する

のは当然のこと」という藤平住職のご好
意で、平成21年3月、木更津市で最初
のサロンとなる「サロン新御堂寺（にいみ
どうじ）」がスタートしました。
　藤平住職は現在も、落語家を招いたり、
枇杷の演奏会を開催するなど、熱心にサ
ロン活動をサポートしてくれているそう
です。

誰もが気軽に集える場と
するために
　「サロン新御堂寺」は順調に続いていた
ものの、岩根東地区社協会長の中澤喜一
郎さんや、川口さんはある思いを抱いて
いました。それは「もっと身近な場所で
気軽に集えなければ、サロンの意味がな
いのではないか？」。

　高齢者の孤立化防止が主目的のサロン
活動。しかし、岩根東地区社協の担当エ
リアはそれほど広くないとはいえ、「サ
ロン新御堂寺」に通う顔ぶれは近隣に住
んでいるか、移動に不自由しない高齢者
の皆さんが中心。
　そこで、1人でも多くの高齢者にサロ
ンに足を運んでもらえるよう、サロンの
数を増やすことを決めました。「サロン
新御堂寺」で培ったノウハウを活かし、
ボランティア活動のできる人材を育てる
などの努力を重ね、平成23年には「サロ
ン住吉集会所」と「サロン岩根公民館」の
2会場を開設。さらに、平成27年には
「サロン西山公会堂」を開設しました。
　身近な場所にサロンの会場ができ、よ
り通いやすくなったことにより、各サロ
ンには常に20 ～ 30名が参加。しかも、
どの会場にも毎回1～2名、新規の参加

者がいるとのこと。

自分たちの努力と周囲の
協力が継続のカギ
　「運営スタッフが異なるた
め、以前は会場ごとに活動内
容が違っていましたが、現在
は標準化を試みています」と
川口さん。そうすることで月
4回のサロン活動の円滑な運
営に、人手も内容も十分に対
応できると考えています。
　サロンでの主な活動内容は、
口の筋力アップを助ける「パ
タカラ体操」や介護予防にも役立つ「きさ
ポン体操」といった日常生活での健康意
識を高めるための体操や、簡単なレク
ゲーム、お茶を飲みながらおしゃべりを
する「お茶べりタイム」、皆で歌うなどな
ど。他にも、地域包括支援センター職員
による健康講話、地元警察による防犯や
悪質商法等に関する講話など、地域に密
着した組織や団体からの協力も得て、内
容の充実を図っています。サロン運営に
おいて心がけているのは、“主催者も参
加者も共通体験を通じて互いがつなが
る”ことなのだそうです。

チャレンジ精神で
さらに先へ
　今後については、「サロン活
動を継続していくための人材育
成が課題。可能であれば、各町
内のボランティアだけでサロン
を運営できるといいですね」と
川口さん。「地区社協としては、
自主防災組織の立ち上げを含め、
地域の防災力向上についても支
援できたらと考えています。ま
ずは救急救命研修や防災教育な

どを行い、そこから皆で考えて、動いて
行くきっかけになればよいと思います」
と中澤会長。
　さらに、2020年～25年の間には高
齢化率が40％前後になると予想される
岩根東地区では、高齢者だけに目を向け
ても、認知症予防、見守り、孤立化防止
等、乗り越えねばならない様々な課題が
あるとの認識を、お二人は示してくれま
した。この地区に暮らす人々に対し、岩
根東地区社協の果たすべき役割はますま
す大きくなります。しかし、サロン活動
で見せてくれたチャレンジ精神で、大き
な壁も必ず乗り越えてくれるでしょう。

　高齢化の進展という大きな課題と向き合いながら、地域に密着した様々な事業を展開している、木更津市の岩根
東地区社会福祉協議会（以下、岩根東地区社協）。中でも千葉県主催の高齢者孤独化防止活動「ちばSSKプロジェク
ト」の、「高齢者地域支え合い活動団体表彰」で奨励賞を受賞したサロン活動は、他の地区社協からも注目を集めて
います。

木更津市社協のみなさん
（左から加藤さん、髙木さん、西本さん、上野さん、平野さん）
木更津市社協のみなさん
（左から加藤さん、髙木さん、西本さん、上野さん、平野さん）

地域の福祉活動Field Study
フィールドスタディ

　現在、高齢化率が約25％という木更津市で、
木更津市社会福祉協議会（以下、木更津市社
協）が最も力を注いでいるのが、「成年後見制
度」に関する事業です。
　木更津市社協では平成25年から「日常生活
自立支援事業」に取り組み、判断能力に不安
がある高齢者などのサポートを行っています。
しかし、その中には本人に代わって財産の管理、
介護サービスや施設への入所、そして遺産の
協議なども行える「成年後見制度」でなけれ
ば対応できない事案もあり、木更津市における
同制度の必要性を強く感じていました。
　そうした状況を踏まえ、平成26年度に「き
さらづ成年後見支援センター」を設置し、成年
後見制度に関する事業を開始しました。法人後

見では昨年6件を受任。そのうちの3件は「日
常生活自立支援事業」から移行した事案です。
　これからの高齢化と、それに伴い増大・多様
化する後見ニーズに対して、後見の引き受け手
のない人の権利を擁護するためにも、市民や
法人がその受け皿となることが求められていま
す。
　このような中、平成27年10月に「市民後
見人養成講座」を開講。現在受講生25名が
約3ヵ月間の養成プログラムを受講中であり、
その後の育成プログラムを経て、信頼のおける
市民後見人の育成を目指しています。
　これらの取り組みにより、老人福祉法等が規
定する後見市長申立てを円滑に機能させ、誰
もが安心して生活できるという認識ある社会を

目指す一助になればという想いがそこにはあり
ます。
　「この事業を成功させるカギとなるのは、関
わる人々の “熱意” と “考え方” です」と、同
センターの主査を務める髙木淳佳さん。
　財源や制度の整備など多くの課題はあるもの
の、木更津市社協の “熱意” で、この事業は今
後大きく進展することでしょう。

※木更津市人口：133,049人　　65歳以上人口：32,931人　　高齢化率：24.8%（平成27年4月1日現在）

“熱意”が成功のカギを握る成年後見支援事業

［木更津市］ 岩根東地区社会福祉協議会

木更津市社会福祉協議会　TEL 0438-25-2089

サロン新御堂寺のふれあいタイム

ゴルフゲーム

岩根東地区文化祭

岩根東地区社協会長の中澤喜一郎さん（左）とサロン活動代表世話人の川口正彦さん

救急訓練 きさポン体操

サロン住吉集会所クリスマスゲーム会



　東日本大震災では甚大な被害に見舞われた浦安市。浦安市社会福祉協議会（以下、浦安市社協）では、そ
の教訓も踏まえて災害ボランティアセンター（以下、災害VC）を、県内初の「常設型」として平成25年に
設置しました。今回は、平常時から積極的に活動を展開している浦安市災害VCの取り組みを取材しました。

浦安市社会福祉協議会　地域づくり課
課長

石田 眞佐雄さん

浦安市社会福祉協議会　地域づくり課
主任主事（災害ボランティアセンター担当）

佐久間 大輔さん

エ～ル
ちば千葉県ボランテ

ィア・
市民活

動セン
ター機関紙

千葉県ボランテ
ィア・

市民活
動セン

ター機関紙
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日頃からの備えと防災・減災への
意識向上を目指して
地震、台風、竜巻――大規模な災害が

起きた際には生活の復旧・復興に向けた
災害ボランティアによる様々な活動が必
要とされることがあり、災害VCは、そ
の際のボランティア活動を円滑に進める
ための拠点として設置されます。通常は
災害発生時に立ち上げられることが多い
のですが、浦安市社協では平成25年10
月、県内初となる常設型の災害VCを設
置しました。
浦安市は三方を海や川に囲まれており、

昔から水害が多く発生する地域です。東
日本大震災でも甚大な被害を受けました。
このような地域特性を踏まえ、日頃から
の備えが大事であると判断したことが、
常設型とした理由です。
常設型として継続的に情報発信や研

修・訓練などを行うことで、日常的な防

災・減災への取り組みについて市民に意
識を高めてもらうことも目指しています。

住民主体で運営するため
担い手を育成
浦安市災害VCによる災害に備えた取

り組みの一つが、人材育成です。
一般市民を対象とした「災害ボラン

ティア入門講座」は年1回開催し、災害
ボランティアについての基礎的知識など
について学びます。
講座を修了した方は任意で災害ボラン

ティアとして登録を行うとともに、「災
害ボランティアコーディネーター養成講
座」を受講することができます。模擬の
災害VCを立ち上げて、実際のボラン
ティア受付業務などを体験する実践的な
講座です。
災害ボランティアコーディネーターと

は、災害時に住民の困りごととボラン
ティアの間に入り活動につなぐ役割を持
ち、災害VCで中心的役割を果たします。
浦安市災害VCでは、あくまで住民主体
で災害VCを運営したいと考え、この講
座を開催しています。「ボランティアが
活動場所となる被災現場に行くために必
要な地理をよく把握しているのは地域の
方です。ぜひ市民の目でコーディネート
していただきたい」と浦安市社協地域づ
くり課主任主事で災害VC担当の佐久間
大輔さんは話します。

昨年は17名が講座を修了し、うち10
名が「災害ボランティアネットワーク」に
加入しました。災害ボランティアコー
ディネーターから組織される市民団体で
現在23名が加入しており、平時は各種
講座や訓練の講師・運営役として活動を
行っています。

啓発活動に力を注ぐ
日頃からの市民の災害に対する意識向

上のため、啓発活動にも力を注いでいま
す。昨年度より市内の中学校に出向いて
災害VCについての説明を行ったり、
カードゲームを通して防災に関して楽し
く学べる機会を提供しています。
市の実施する総合防災訓練や復興祈念

イベントへも積極的にブースを出展し、
パネル展示や災害ボランティア体験など
を行い市民への啓発を行っています。
また、一般市民の参加者を募り、宮城

県石巻市や福島県いわき市などへ「復興

支援バス」を運行し、現地支援と併せて
東北被災地の現状についても学びを深め
ています。

地域団体との協力関係づくり
浦安市災害VCでは「災害ボランティア

センター運営検討委員会」（以下、検討
委員会）を自治会（自主防災組織）、青年
会議所、災害ボランティアネットワーク、
民間企業など11の団体及び機関 計13
名で構成し、災害VCの運営についての
意見交換を行っています。
また、その地域団体とのネットワーク

を生かして「災害時体制移行訓練」を実施
し連携強化を図っています。本訓練には
多くの市民も参加しており、特に市内の
中学、高校、大学の学生などの若者が参
加してくれています。
現在は、青年会議所と災害VC共同運

営を目的とした災害時協定の締結に向け

て話を進めています。青年
会議所とは日頃から顔の見
える関係が築かれていたた
め、最初から話は順調に進
んだそうです。

震災の経験を活かして
IT化を推進
浦安市社協では災害VCの

運営にあたり、IT化の推進をはかってい
ます。東日本大震災の折、来所するボラ
ンティアの方の数が膨大になりすぎて対
応しきれず困っていたとき、Twitter（ツ
イッター）で情報発信を行った以降はス
ムーズな流れができたという経験から始
めた取り組みです。
まず災害VC用のホームページを開設し、

Facebook（フェイスブック）、Twitter、
ブログ、LINE（ライン）などSNS （ソー
シャル・ネットワーキング・サービス）
の充実を図って情報の受発信を行ってい
ます。「事務の効率化のほか、若年層と
連携する目的もあります。LINEなどは
若い方が好んで使用しており、最新情報
を直接届けられることも強みです」と浦
安市社協地域づくり課課長の石田眞佐雄
さんは説明します。
また、上記の災害時体制移行訓練の際

にも、SNSを使用した情報発信や、イ
ンターネット上で被災住民の困りごとと
ボランティアを組み合わせるマッチング
システムの試験運用を行ったそうです。
今年の9月には「災害IT支援ボラン

ティア養成講座」を初めて開催。ゆくゆ
くは、講座修了者でIT専門のボランティ
アグループを組織したいとのことです。

課題を見据えて
活動を展開
浦安市災害VCでは次々と新しい活動

を展開しており、10月26日には「防災

☆ママカフェ＠浦安」
を開催。「子どものい
のちを守れるママにな
ろう！」をテーマに、
講座や防災食の試作・
試食を行うといった災
害時に役立つ知識を学
べる内容で、申し込み
を開始して3～4日で
40名の定員に達した
ほどの人気を集めたそうです。
「市民にとって、分かりやすく取り組
みやすい形で活動を展開する必要性を感
じています。ママカフェの人気ぶりに、
それが表れているのではないでしょう
か」と佐久間さんは分析します。
常設型の災害VCを開設して2年。市

民の参加者をさらに増やすための広報啓
発活動の充実や、若者を呼び込むための
学校との連携強化、市内、市外の団体と
の協力関係の更なる構築などが課題です。
過去に何度も災害に見舞われた経験を

生かし、平常時からの人材育成、団体の
ネットワーク化、IT化などに取り組んで
いる浦安市災害VC。その活動は常設型
を設置していないほかの地域でも、大い
に参考になりそうです。

災害ボランティア入門講座

災害IT支援ボランティア養成講座

LINEで若者に情報発信

災害時体制移行訓練

東日本大震災時の災害ボランティアの活動の様子

復興支援バス

浦安市災害ボランティアセンター
ホームページのＱＲコード

浦安市災害ボランティアセンター浦安市災害ボランティアセンター
県内初の「常設型」として、 日常的に防災活動に取り組む県内初の「常設型」として、 日常的に防災活動に取り組む

【お詫びと訂正】
平成27年9月1日付にて発行致しました「福祉ちばNo.167」内、「エ～ルちば」のページにおきまして誤りがありました。正しくは以下の通りです。
6ページ　小見出し「山武市成東中学校区の取り組み」内3行目　（誤）成東市立成東小学校　→　（正）山武市立成東小学校
読者の皆さまならびに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、ここに訂正させて頂きます。

　千葉県社協では今後も倉庫内資機材の適切な管理・充実に努めるほか、研修や訓練の開催・
協力など、市町村社協や関係機関との連携のもとに防災・減災の取り組みを進めていきます。
○問い合わせ先   千葉県社会福祉協議会 ボランティア・市民活動センター  TEL 043-204-6010

■千葉市 ハローストレージ蘇我インター（レンタルコンテナ）
■柏市※ 沼南社会福祉センター倉庫内（柏市社会福祉協議会）
■匝瑳市 匝瑳市民ふれあいセンター敷地内（匝瑳市社会福祉協議会）
■鴨川市 ふれあいセンター敷地内（鴨川市社会福祉協議会）

イラスト協力/抹茶グミ
（平成22年度福祉教育推進校・県立成東高校卒業生）

※柏市内ストックヤードについてはレンタルコンテナを使用していましたが、10月末に移設を行いました。

　千葉県社協では、大規模災害時に被災地に設置する市町村災害ＶＣにおいてボランティアが使用する資機材を備蓄しておく倉庫（ストッ
クヤード）を県内４ヵ所に設置し、維持・管理を行っています。有事の際には被災地近隣の倉庫より資機材の貸し出しを行うことで、より
迅速にボランティアニーズに対応することが可能となっています。倉庫の設置・管理は市町村社協
の協力のもとに行われており、設置場所は下記のとおりです。

災害ボランティアセンター資機材備蓄倉庫の設置について

http://urayasusvc.jp/ＨＰ http://urayasusaigaivc.tumblr.com/ブログhttps://www.facebook.com/urayasusaigaivc https://twitter.com/usaigaivc
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平成26年に行政と
の連携のもとに発足した
「ちばくりん」。同年2月、敬愛大学で開催され
たキックオフミーティングには熊谷俊人市長も出
席し、スペシャルアドバイザーに就任しています。
「ちばくりん」という名称は学生の発案で、「み
んなの力で千葉市（ちば）をきれい（クリーン）
にしていこう！」という思いが込められています。
現在は3大学の学生に加え、Facebookを通

じて自ら参加を希望したという、市外の大学の学
生２名を加えた32名のメンバーで、ごみ減量を
目的とした様々な活動を展開しています。

活動開始から今年で2年目で、まだまだ試行
錯誤の段階とのことながら、メンバーは知恵を出
し合いながら精力的に活動を展開しています。
現在の主な活動は、フリーマーケットや大学
祭、さらに県内最大級の環境イベント「エコメッ
セちば」などの各種イベントへのブース出展です。

ごみ分別クイズ
などを通し

て、参加者にご
みの減量や
分別の大切さ
をアピールし
て い ま す。
「参加するイ
ベントによって、
大人向けと子ども向けのクイズで難易度を分け
たり、ゲーム形式にしたりと工夫しています。今
も、次のイベントに出すクイズを考えているとこ
ろです」と、敬愛大学の竹田さん。千葉大学の
小室さんも「参加者には
オリジナルの啓発品
としてエコバッグ

をプレゼントしてい
ますが、用意した分
がすべてなくなってし
まうほど大盛況だった
イベントもあり、嬉しい

ですね」と笑顔を見せます。
なお、今年9月には新しい啓発品としてハンド

タオルを作成したそうで、メインターゲットである
学生の興味を引くことができる物は何か、メン
バーで意見を出し合った結果とのことです。
「ちばくりん」ではさらに、市の主催事業の
ボランティアとして、市内の保育所（園）や幼
稚園に出向き、紙芝居の読み聞かせやゲーム
を通じて園児達にごみの分別方法を伝える

「へらそうくんルーム」の先生役
を行ったり、リサイ

クルの仕組みを
学ぶため、工場
など（平成26年

は古紙問屋と製
紙工場、平成27
年は廃食油の再
資源化に取り組む
事業所）を見学したり、そして平
成27年3月に「ちばくりん」1周年
記念企画として市内の大学生を対
象に開催した「エコフォト＆エコ川
柳コンテスト」などの活動も行っています。

「複数の大学が集まって活動していること
が、「ちばくりん」の最も大きな特長であり、
メリットでもあります」と、口を揃える各大
学の代表者3 人。異なる大学の学生が集
まっているからこそ、お互いに刺激し合い、
新たな発想が生まれ、より大きな活動へと
つながると言います。

「1つの大学だけの活動だと似たような人たち
が集まりがちですが、ここでは色々な考えの人た
ちに出会うことができるんです」と、神田外語大
学の武藤さん。
月1回開催されるミーティングでは、メンバーか

ら様々なアイディアが出されます。「野菜の皮な
ど、余りものを使ったエコレシピを開発したい」、
「Lineのスタンプを作りたい」、「一人暮らしや外
国人など、ターゲットを絞ったイベントを企画した
い」……などなど。
「今の活動はまだ発展途上です。これからもい
ろんなアイディアを実現させて学生のみんなに届
けていきたいですね」と3人は意気込みを語って
くれました。

一般相談・予約は043-245-4450
社会福祉施設経営相談室まで

社会福祉施設
経営相談専門家相談カレンダー

（平成 27年度）

社会福祉施設
経営相談専門家相談カレンダー

（平成 27年度）
11月

12月

1月

月 会計等 労務等 法律
2日（月）・16日（月）

7日（月）・21日（月）

4日（月）・18日（月）

4日（水）・18日（水）

2日（水）・16日（水）

6日（水）・20日（水）

11日（水）・25日（水）

9日（水）・24日（木）

13日（水）・27日（水）

千葉県選手団が大活躍！！ねんりんピック山口大会が
開催されました

県社協ニュース

PICK UP

県社協
! PICK UP

県社協
! 

「ちばくりん」は「千葉市のごみを減らすために大学生の力を！」という市の呼びかけ
に応え、市内の3大学（神田外語大学、敬愛大学、千葉大学）の学生を中心に結成された
ボランティアグループです。市民への呼び掛けはもちろんのこと、学生
が学生自身に啓発活動を行うことで、ごみの削減につなげることを目指
しています。今回は、行政と複数大学の学生が連携して取り組むその活
動内容について、各大学の代表者の方からお話を伺いました。

大学の垣根を越えて
アイディアと行動力でごみ減量に挑む！ちばくりん

くやがかきいきい

多くの大学とのつながりが
生み出す大きな力！

工夫をこらしたPR活動

みんなの力でごみ減量に取り組む

武藤 菜子さん
神田外語大学　外国語学部
英米語学科　3年

小室 芳樹さん
千葉大学　法経学部
総合政策学科　3年

竹田 直哉さん
敬愛大学　経済学部
経済学科　2年

私の大学には外国の方も多いので、
ぜひ、その方たちにも
啓発していきたいですね！

友達がエコバッグを
使い続けてくれているのを見ると、

嬉しいです！

　千葉県社会福祉法人経営者協議会では、介護福祉士や保育士を
目指す若者を「修学」と「就業」の両面（デュアル）から支援する、新
しい奨学制度を平成28年度からスタートさせることになりました。

　高校卒業後、デュアル・システムに賛同する千葉県社会福祉法
人経営者協議会の会員法人の施設と雇用契約を結び、支援規程に
基づいて県内の介護福祉士、保育士養成校において資格取得を目
指すとともに、卒業後も引き続き当該施設で業務に従事しようと
する方。

　○ 年額60万円の「奨学支援金」と月額2万円の「生活支援金」が交
付されます。

　　 ※就学期間の2年間を限度とします。
　○ 施設との雇用契約にもとづき、就学中は年間約300時間の就

業があります。

　○ 養成校卒業の日から3年間、介護福祉士や保育士の国家資格
の取得を目指しながら、雇用契約を結んでいる法人施設に勤
務した場合は、奨学支援金の返還が免除されます。（生活支援
金は返還の必要はありません）

千葉県社会福祉協議会　福祉サービス事業部　福祉施設経営支援班　デュアル・システム担当
TEL 043-245-1104

○問い合わせ先

千葉県社会福祉協議会
地域福祉推進班
TEL043-245-2208

○問い合わせ先

https://www.city.chiba.jp/kankyo/junkan/haikibutsu/tibakurin.htmlURL https://ja-jp.facebook.com/chibaculin
10月17日から20日まで、山口県を舞台に「ねんりんピックおいでませ！山口2015（第28回全国健

康福祉祭やまぐち大会）」が開催されました。千葉県選手団は23種目に162名（男性111名、女性51
名）の選手が出場し、なぎなた試合競技での団体優勝や、マラソン女子10㎞70歳未満の部での優勝
など、優秀な成績を収めました。期間中は観客を含めて約54万人が参加し、山口県はねんりんピック
一色で大いに盛り上がりました。なお、来年は長崎県で10月15日から開催されます。

○山口大会で千葉県選手団が出場した種目
①卓球　②テニス　③ソフトテニス　④ソフトボール　⑤ゲートボール　⑥ペタンク　⑦ゴルフ　⑧マラソン　⑨弓道 
⑩剣道　⑪グラウンド・ゴルフ　⑫なぎなた　⑬太極拳　⑭ウォークラリー　⑮ソフトバレーボール　⑯サッカー　
⑰水泳　⑱ダンススポーツ　⑲ボウリング　⑳ラグビーフットボール　㉑囲碁　㉒将棋　㉓健康マージャン
※千葉県選手団の平均年齢は６８.7歳（最高齢は男性８８歳、女性８９歳）でした。
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試合競技（団体戦）
演技競技（団体戦）
個人戦
10km女子70歳未満の部
5㎞女子70歳未満の部
男子50m背泳ぎ70～74歳の部
男子50m背泳ぎ65～69歳の部
女子50m背泳ぎ60～64歳の部
女子50mバタフライ60～64歳の部
チーム戦

なぎなた

マラソン

水泳

サッカー

優　勝 （山本芳子・柏市、竹森弓子・鎌ヶ谷市、坂本眞知子・流山市）
準優勝 （同上）
優　勝 坂本　眞知子（流山市）
第１位 藤江　美知代（いすみ市）
第２位 遠藤　章子（船橋市）
準優勝 野中　紘司（柏市）
準優勝 岡﨑　政更（柏市）
準優勝 増田　美恵子（柏市）
第３位 玄場　千代美（松戸市）
ブロック優勝
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平日は養成校で資格取得を目
指して勉強し、週末や夏・冬休
みなどに、学業に支障のない
範囲で施設で勤務する。
養成校卒業後、引き続き当該
の施設に３年間勤務した者に
対しては、奨学支援金の返還
を免除する。



就労用品購入
生活介護事業所（松戸市）

介護用品購入
特別養護老人ホーム（市原市）

社会福祉法人、ＮＰＯ法人等の
施設利用者に役立つ備品

算定額の
７５％

２０万円
（軽費老人ホームは１５万円）

第一次　平成２８年１月
第二次　平成２８年３月

受付中～
１１月３０日

助成内容 助成率 助成上限額 助成時期申請期間

ＮＨＫ歳末たすけあい募金
市町村歳末たすけあい募金

30,000,000円
240,000,000円

平成27年度　歳末たすけあい募金目標額　2億7,000万円平成27年度　歳末たすけあい募金目標額　2億7,000万円

歳末たすけあい募金がはじまります歳末たすけあい募金がはじまります

12月1日より12月1日より

☆市町村歳末たすけあい募金は全額、寄付されたまちで民間の地域福祉に活用されています。
☆ＮＨＫ歳末たすけあい募金では、千葉県内の福祉施設へ介護用品や就労支援用品、防災・
　生活用品等が贈られました。

ＮＨＫ歳末たすけあい
助成のご案内

ＮＨＫ歳末たすけあい
助成のご案内

全国の金融機関にて手数料無料で
受け付けております。

平成27年12月1日～25日
ＮＨＫ歳末たすけあい募金

平成 27年度　第 65 回

各市町村社会福祉協議会等の
窓口にて受け付けております。

平成27年12月1日～31日
市町村歳末たすけあい募金

平成 27年度

市町村歳末たすけあい募金
ＮＨＫ歳末たすけあい募金

230,726,925円
24,273,657円

illustration by アイラ
© Crypton Future Media, INC. www.piapro.net piapro

あたたかいご協力ありがとうございました

平成26年度歳末たすけあい募金総額　255,000,582円

1110

第７回東金チャレンジドフェスタ
■日　　時：平成27年12月6日（日）10：00～ 14：00
■場　　所： 東金市保健福祉センター（ふれあいセンター）
■対　　象： どなたでも
■内　　容： 障害者週間（12/3～9）啓発の交流イベント。各種模擬店、団体

の活動ＰＲ、体験や相談コーナー、にぎやかなステージ等。先着で
おもちプレゼント。チーバくんやとっちーもやってくるよ！

■参 加 費：無料
■参加方法：直接ご来場ください
■問合せ先：東金市社会福祉協議会　TEL：0475-52-5198

講演会～自閉症の僕が跳びはねる理由～（木更津市）
■日　　時：平成27年12月6日（日）14：00～ 16：00（受付13:30～）
■場　　所： 木更津市中央公民館１階ホール（木更津市中央1-15-4）
■対　　象： 中学生以上（先着200名）
 ※駐車場に限りがありますので公共交通機関をご利用ください
■主　　催： 木更津市地域自立支援協議会
■内　　容：自閉症の当事者である作家　東田直樹氏と母親の美紀氏による

講演会
■参 加 費：無料　※手話通訳あり
■参加方法：氏名、住所、電話番号を記載の上、ＦＡＸ・メールまたは窓口で

申込み
■問合せ先：木更津市役所福祉部障害福祉課
 TEL：0438-23-8497　FAX：0438-25-1213
 メール：shoufuku@city.kisarazu.lg.jp

第13回房総（君津地区）地域福祉実践研究セミナー
■日　　時：平成27年12月6日（日）10：00～ 16：10
■場　　所： 木更津市民総合福祉会館（木更津市潮見2-9）
■対　　象： 地域福祉に関心のある方（先着200名）
■テ ー マ：「誰もが安心して暮らすことのできるまちをめざして！」
 － つながろう　つなげよう　未来への絆 －
■内　　容： ・基調講演　文京学院大学人間学部人間福祉学科　
  准教授　中島　修氏
 ・君津地区セミナー社協劇団による公演
 ・３分科会
 ・総括講演　特定非営利活動法人日本地域福祉研究所
  理事長　大橋　謙策氏
■参 加 費：500円（資料代）　※弁当希望者は事前申込み（500円）
■参加方法：１. お住まいの市町村社協へ申込み
 ２. セミナー実行委員会事務局へFAX・メール等で申込み
 　　※いずれかの方法で
■問合せ先：セミナー実行委員会事務局　木更津市社会福祉協議会
 TEL：0438-25-2089
 メール：kimitsuchikuseminar@gmail.com

後見人等のつどい（市川市）
■日　　時：平成27年12月10日（木）10：00～ 12：00
■場　　所： 市川市男女共同参画センター５階研修室ＡＢ
■対　　象： 後見人（保佐人・補助人）をされている方（先着50名）
 ※申立て準備中の方や後見制度に関心のある方も参加可
■内　　容： 第１部　講演「後見人になったらやるべきこと」
 　　　　千葉家庭裁判所市川出張所　主任書記官　大橋　学氏
 第２部　交流会
■参 加 費：無料
■参加方法：電話またはＦＡＸ（氏名、電話番号を明記）で申込み
■問合せ先：市川市社会福祉協議会　後見相談担当室
 TEL：047-320-4001　FAX：047-376-8555

きさらづ福祉まつり2015
■日　　時：平成27年11月28日（土）9：40～15：00
■場　　所：木更津市民総合福祉会館（木更津市潮見2-9）
■対　　象：一般市民
■テ ー マ： 「様々な市民の出会い」と「ふれあい交流の場」、そして「老若男女、

障がいのある方、ない方、共に生きる全ての方々が集う」ことを
目的として開催

■内　　容： 地域福祉に貢献された方々の表彰、
 記念講演（作曲家　美樹　克彦氏）、福祉活動体験発表、各種団体

等による多彩なイベントを予定
■参 加 費：無料
■参加方法：自由参加
■問合せ先：木更津市社会福祉協議会　TEL：0438-25-2089

情報フラッシュ情報フラッシュ千葉県共同募金会からのお知らせ

社会福祉法人　千葉県共同募金会
千葉市中央区千葉港４－３

TEL：043-245-1721　FAX：043-242-3338
E-Mail：c-kyoubo@akaihane-chiba.jp
http://www.akaihane-chiba.jp/赤いはね　ちば



http://www.nw.fukushi-work.jp/

千葉県福祉人材センター
TEL.043-222-1294

●管理栄養士を選んだきっかけは

　以前、病院の栄養士として働いていましたが退職することに
なり、平成元年にこの施設に入職しました。病院の治療食は制
限が多く、栄養士としての遊びが許されなかったのですが、特
養は治療の場でなく生活の場です。そこで食事作りに携われる
ことに魅力を感じました。入職後4年ほど経って前理事長の勧め
もあり、栄養士からステップアップして、より専門的な知識や
技術が求められる管理栄養士の資格を取得しました。

●現在の仕事内容を教えてください

　入居者の食に関するすべてを管理していますが、大きな役割
として献立を作ることが挙げられます。大切にしているのは「お
いしい食事を提供したい」という思い。また厨房職員の勤務表
の作成などの業務管理、調理場の設備機器の管理も私の仕事で
す。他職種と連携して取り組む「栄養ケアマネジメント」は、
栄養士ではなく管理栄養士の配置が義務付けられている重要な
仕事。入居者の栄養状態を把握して、食形態にも配慮しながら
栄養ケア計画を作成し、定期的に評価しています。監査の書類
作成などのデスクワークも抱えているので、一日があっという
間に過ぎます。

●仕事に喜びを感じるときは

　高齢者福祉施設の中で給食部門は縁の下の力持ち的な存在で
すが、何かを作り出して提供するのは私たちだけ。おいしい食
事を作るために国産の新鮮な食材をできる限り用意し、一から
手作りすることにこだわっています。手間隙を惜しまず全員が
努力しているので、利用者の皆さんの「今日はおいしかったよ」
という一言が一番嬉しいですね。

●難しさを感じるときは

　介護度が重い特養と、軽度の方が多いケアハウスの食事を両
方管理しています。特養は咀嚼や嚥下に問題を抱えている方が
多く、刻み食・ミキサー食など食形態を工夫しますが、ケアハ
ウスは逆に見た目の美しさやしっかりした味付けが求められま
す。そういった違いに難しさを感じています。

●今後、新しく取り組んでみたいこと

　地域で暮らす高齢者の中には、きちんと食事を摂っていない
方がたくさんいらっしゃるという話を聞きました。そこで私た
ちが出向いて食事の相談にのったり、配食サービスや食事指導
を行なう支援が新たに始められればと考えています。

●管理栄養士を目指す読者にメッセージ

　食事は生きていく基本であり、健康のバロメーターだと強く
感じています。要介護４でもよく食べる方は、生き生きと元気
に暮らしています。入居した当時、とても体調が悪かった方が、
「ここの食事はおいしいね」と言い、食欲や元気を取り戻してい
く姿を見ました。食の力で長生きのお手伝いができることが、
私たちの大きなやりがいです。興味のある方は、扉を叩いてく
ださい。

わたしの仕事

福祉の資格
と

勤務歴26年
特別養護老人ホーム船橋梨香園
理事・管理栄養士

管理栄養士管理栄養士

 く ぼ た きよ み

久保田 清美さん

〒260-8508 千葉市中央区千葉港4番 3号　TEL.043-245-1101　FAX.043-244-5201  
http://www.chibakenshakyo.com

広報誌「福祉ちば」の発行には、一部共同募金の配分金を充当しています。

管理栄養士
になるため

には…管理栄養士
になるため

には…

表紙の人

　複数のルートがあり、４年制大学の管理栄養士養成課程に進めば卒業と同時に管理栄養士国家試験の受験資格を得
ることができます。また、栄養士養成施設を卒業して栄養士の資格を得た上で、それぞれの学歴に応じた実務経験を
経て管理栄養士の受験資格を得る方法もあります。管理栄養士国家試験の詳細は下記まで。
■厚生労働省HP（ホーム > 厚生労働省について > 資格・試験情報 > 管理栄養士国家試験）
　http://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shikaku_shiken/kanrieiyoushi/index.html

平成27年11月10日発行編集・発行　社会福祉法人千葉県社会福祉協議会

久保田さんはいつも入居者の皆さんに「体
調はいかがですか？」と積極的に声かけを
しています。栄養士も、入居者とコミュニ
ケーションを取ることが大切だということ
を教えてもらいました。私も管理栄養士の
資格を取得したいと考えています。

後輩から
久保田さんへのメッセージ

ケアハウス ヴィラ梨香園
栄養士 石橋歩さん

調理スタッフに人望が厚く、
管理職としてよくまとめて
くれています。給食部門の
チームワークは見事です！

施設長から
久保田さんへのメッセージ

特別養護老人ホーム船橋梨香園
施設長 永原丈士さん


